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研究課題名 当院における救急外来受診患者の滞在時間の実態調査～滞在時間短縮に向け

て～ 

研究体制 ■長野赤十字病院が責任研究機関となる 

研究責任者 当    院  所属 看護部 救急外来   氏名  磯崎 柾瑠  

研究期間 （西暦） 承認日 ～2024年 3月 

研究の概要 （本研究の意義・目的） 

この研究では救急外来での診療を受けられた患者さんの救急外来滞在時間

に関する記録をまとめることによって行います。今回の研究を行うことによ

って、救急外来受診患者の滞在時間が明らかになります。これにより、救急

外来受診患者の滞在時間短縮に向けて検討したいと考えています。 

 

（研究方法） 

2024 年 1 月 1 日～2024 年 3 月 31 日までの期間に長野赤十字病院救急外

来を受診した方を対象に救急外来滞在時間の収集。救急外来滞在時間が 4 時

間以上の方のカルテから救急外来内で実施した、処置や検査等の実施時間な

どを収集します。 

試料・情報 （試料・情報の項目） 

《救急外来全受診者から収集するデータ》 

①「救急外来搬送（受付）時間」 

②「救急外来退室時間」 

③「来院方法」 

④「診療科」 

《長時間滞在例において患者カルテより収集するデータ》 

①「患者の年齢（年代）」 

②「重症度：ここで重症度とは、帰宅または入院。さらには入院病棟から分

類する。軽症：帰宅、中等症：一般床入院、重症：HCU以上の入院とす

る。具体的な病状は含まない」 

③「検査数・検査実施時間・検査内容：ここでの検査内容とは、実施した検

査の総称とする。例：採血、レントゲン撮影、MRI、12誘導心電図等」 

④「処置数・処置実施時間・処置内容：ここでの処置内容とは、実施した処

置の総称とする。例：創部処置（縫合を含む）、静脈路確保、動脈ライン

確保、胃管挿入等」 

⑤「入院決定時間」 

研究対象 2024 年 1 月 1 日～2024 年 3 月 31 日までの期間に当院救急外来を受診した

方 

※当研究に自分の情報を使用してほしくない場合は下記のお問い合わせ先ま

でお申し出ください。 

個人情報の保護 収集したデータは、誰のデータか分からなくした（匿名化といいます）上

で使用いたします。国が定めた倫理指針（「人を対象とする医学系研究に関す

る倫理指針」）に則って、個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際して

も、個人が特定できない形で行います。 



お問い合わせ先 〒３８０－８５８２ 

長野県長野市若里五丁目２２番１号 

長野赤十字病院 

所属  看護部 救急外来    氏名  磯崎 柾瑠  

TEL：026-226-4131（代表）  FAX：026-228-8439 

 

 


